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市議会議案参考資料 
 

（予算常任委員会 文教市民分科会提出分） 

 

 

 

 

 

 

 

吹 田 市 





議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

五 十 川 中 西 後 藤

柿 原 白 石

議案第126号 学校教育 11
事業者選定スケジュール並びに民設民営による他市の契約状況
及び選定方法

五 十 川

議案第126号 学校教育 13 小・中学校における学習用端末の活用状況詳細 中 西

議案第126号 学校教育 14
小・中学校における学習用端末の更新に係る今後の市負担額見
込み

中 西

議案第126号 学校教育 15 中学校におけるWindows端末の故障・破損の状況 後 藤

議案第126号 学校教育 17
中学校全員給食実施に向けた国立循環器病研究センター等との
協議経過及び内容

柿 原

議案第126号 学校教育 18
現在の栄養教諭の配置状況と全員給食開始後の配置予定及びそ
の根拠

柿 原

議案第126号 学校教育 19
中学校全員給食における食材検収から各校で給食を食べるまで
の各工程に掛かる想定時間

柿 原

議案第126号 学校教育 20 中学校給食調理等業務に係る委託料の積算内訳 白 石

要求委員名

中学校部活動運営業務外部委託の令和６年度（２０２４年度）
実施状況と令和７年度（２０２５年度）拡大について

5～9学校教育議案第126号





議
案
第
１
２
６
号
参
考
資
料

 

学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室

 

  

中
学
校
部
活
動
運
営
業
務
外
部
委
託
の
令
和
６
年
度
（２
０
２
４
年
度
）実
施
状
況
と
令
和
７
年
度
（２
０
２
５
年
度
）
拡
大
に
つ
い
て

 

 １
 
令
和
６
年
度
（２
０
２
４
年
度
）５
校
５
部
活
試
行
実
施
状
況

 

 

種
 
目

 
学
校
名

 
指
導
者
数

 
部
員
数

 
(令
和

6
年

(2
0

2
4

年
)7
月

1
日
現
在

) 
活
動
実
績
（週
当
た
り
） 

他
校
と
の
交
流
状
況

 
(令
和

6
年

(2
0

2
4

年
)4
月
～
同
年

1
0
月

) 
窓
口
教
員
と
の
連
携

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 

第
一
中
学
校

 
４
人

 
１
１
２
人

 
週
４
日
（平
日
２
時
間

 
休
日
３
時
間
） 

１
５
回

 

必
要
に
応
じ
て

 

以
下
の
内
容
に
対
応

 

 １
 
練
習
日
程
調
整

 

２
 
大
会
申
込
手
続

 

３
 
生
徒
指
導
に
係
る
相
談
等

 

豊
津
西
中
学
校

 
２
人

 
４
３
人

 
週
４
日
（平
日
２
時
間

 
休
日
３
時
間
） 

１
２
回

 

竹
見
台
中
学
校

 
２
人

 
５
９
人

 
週
４
日
（平
日
２
時
間

 
休
日
３
時
間
） 

１
３
回

 

陸
上
競
技

 

（拠
点
校
） 

第
三
中
学
校

 
１
人

 
１
７
人

 
週
５
日
（平
日
２
時
間

 
休
日
３
時
間
） 

１
８
回

 

女
子
サ
ッ
カ
ー

 

（拠
点
校
） 

高
野
台
中
学
校

 
２
人

 
３
７
人

 
週
３
日
（平
日
１
時
間
３
０
分

 
休
日
３
時
間
） 

４
５
回

 

 ※
指
導
者
と
窓
口
教
員
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
側
の
統
括
責
任
者
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

      

 

（１
） 

  

5



  

２
 
５
校
５
部
活
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 
※
令
和
６
年
（２
０
２
４
年
）６
月
実
施

 

（１
）生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

 
回
答
数
２
３
３
件

 
回
答
率
８
６
．
９
％

 

 

 

（２
） 
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 （２
）保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

 
回
答
数
１
２
０
件

 
回
答
率
４
４
．
８
％

 

           （３
）
窓
口
教
員
意
見

 

 
ア

 
指
導
者
の
配
置
に
よ
っ
て
、
窓
口
教
員
の
７
割
か
ら
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
と
の
意
見
あ
り

 

 
イ

 
事
業
者
側
の
統
括
責
任
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
窓
口
教
員
の
９
割
か
ら
満
足
し
て
い
る
と
の
意
見
あ
り

 

（３
） 

7



  

３
 
提
案
ま
で
の
現
場
等
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
協
議
等

 
 
 
 
 
 

 

           

  

 

（４
） 

※
上
記
の
ほ
か
、
適
宜
、
市
長
・副
市
長
・教
育
長
と
の
協
議
を
実
施
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４
 
令
和
７
年
度
（２
０
２
５
年
度
）
中
学
校
部
活
動
運
営
等
業
務
外
部
委
託
の
対
象
と
し
て
い
る
予
定
種
目

 

（１
）
 
運
動
部

 

 

１
１
種
目

 
３
８
部
活

 

※
令
和
６
年
度
（２
０
２
４
年
度
）
試
行
実
施
の
５
校
５
部
活
と
合
わ
せ
、
市
内
中
学
校
に
あ
る
運
動
部
活
動
全
種
目
に
対
し
て
１
部
活
以
上
は
導
入
予
定
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
全
１
８
校
に
て
、
 

１
部
活
以
上
は
導
入
予
定

 

 （２
）
 
文
化
部

 

 

２
種
目

 
５
部
活

 

   

（５
） 

陸
上
競
技

水
泳

サ
ッ
カ
ー

柔
道

剣
道

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

軟
式
野
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

吹
奏
楽

ダ
ン
ス
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議案第１２６号参考資料 

学校教育部保健給食室 

 

 

事業者選定スケジュール並びに民設民営による他市の契約状況及び選定方法 

 

１ 選定スケジュール（案）  

日程 内容 

令和６年（2024 年） 

12 月～ 

令和７年（2025 年） 

１月上旬 

募集要項案等の作成 

募集要項案に対する学識経験者等からの意見聴取 

令和７年（2025 年） 

１月下旬 

第１回吹田市健都イノベーションパーク利用事業事業者選定会議 

（募集要項案の確認） 

同年 ３月頃 募集要項公表 

同年 ３月～５月頃 
事業者説明会 

募集要項に対する質問受付及び回答 

同年 ８月頃 

第２回吹田市健都イノベーションパーク利用事業事業者選定会議 

（プレゼンテーション及び質疑応答） 

プレゼンテーションに対する学識経験者等からの意見聴取 

優先交渉権者決定 

  ※募集要項作成や事業者選定に向け、随時、学校給食関係者から意見聴取や協議を実施 

 

２ 民設民営のセンター方式の契約状況及び選定方法 

自治体 契約状況 選定方法 

広島県 

広島市 

平成 29 年度（2017 年度）～ 

令和 13 年度（2031 年度）（15 年間） 公募型プロポーザル方式 

 

給食調理機能を含む施設の整

備、維持管理と運営（給食調

理、配送等の業務）を行う事

業者を一体的に募集 

山口県 

下関市 

令和６年度（2024 年度）～ 

令和 20 年度（2038 年度）（15 年間） 

神奈川県 

横浜市 

令和８年度（2026 年度）～ 

令和 22 年度（2040 年度）（15 年間）（予定） 

大阪府 

豊中市 

令和９年度（2027 年度）～ 

令和 29 年度（2047 年度）（20 年間）（予定） 

※近年実施の同規模（10,000 食程度）以上の事例 

※上記自治体の中には、複数の給食センターを整備しており、民設民営以外の方式で給食セ

ンターを整備している事例もあります。 
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議
案
第
１
２
６
号
参
考
資
料

  

学
校
教
育
部
教
育
セ
ン
タ
ー

  

小
・中
学
校
に
お
け
る
学
習
用
端
末
の
活
用
状
況
詳
細

 

 １
 
学
習
場
面
に
お
け
る
児
童
・生
徒
の
学
習
用
端
末
活
用
状
況

 

学
習
場
面

 
具
体
例

 

情
報
の
収
集

 
調
べ
学
習
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
。
 

家
庭
学
習
を
行
う
際
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
、
情
報
を
収
集
す
る
。
 

情
報
の
整
理
・分
析

 
調
べ
た
情
報
を
、
表
計
算
ソ
フ
ト
や
文
書
作
成
ソ
フ
ト
等
を
活
用
し
て
整
理
し
た
り
、
分
析
し
た
り
す
る
。
 

意
見
等
の
比
較
・検
討
（他
者
参
照
等
） 
学
習
支
援
ソ
フ
ト
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（M

ic
ro

s
o
ft

 T
e
a
m

s
）を
活
用
し
、
他
者
の
考
え
を
参
照
し
な
が
ら
、
課
題
に
取
組

ん
だ
り
、
自
ら
の
考
え
と
比
較
し
た
り
す
る
。
 

ま
と
め
・表
現

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
自
ら
の
考
え
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
て
表
現
す
る
。
 

振
り
返
り

 
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
っ
た
り
、
学
級
内
で
協
働
的
な
学
び
を
振
り
返
っ
た
り
、
共
有
し
た
り
す
る
。
 

知
識
の
定
着

 
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
ド
リ
ル
な
ど
で
復
習
に
取
り
組
む
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト

 
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ
ー
ル
（M

ic
ro

s
o
ft

 F
o
rm

s
）を
活
用
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
。
 

そ
の
他

 

体
育
の
授
業
で
、
運
動
の
様
子
を
撮
影
し
、
振
り
返
っ
た
り
他
者
と
考
え
を
共
有
し
た
り
す
る
。
 

音
楽
の
授
業
で
、
楽
器
演
奏
の
様
子
を
撮
影
し
、
自
ら
の
成
長
度
や
課
題
を
確
認
す
る
。
 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（M

ic
ro

s
o
ft

 T
e
a
m

s
）の
課
題
機
能
を
活
用
し
、
宿
題
や
授
業
の
調
べ
学
習
等
、
教
職
員
が
提
示
し

た
内
容
を
も
と
に
課
題
を
提
出
す
る
。
 

支
援
が
必
要
な
児
童
・生
徒
の
学
び
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
文
字
起
こ
し
等
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
を
活
用
す
る
。
 

言
語
的
支
援
が
必
要
な
児
童
・生
徒
の
学
び
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
翻
訳
機
能
を
活
用
す
る
。
 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
配
信
に
よ
り
教
室
以
外
で
学
習
に
取
り
組
む
。
 

２
 
学
習
場
面
以
外
で
の
活
用
例

 

「こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
連
絡
帳

 
デ
イ
ケ
ン
」に
よ
る
健
康
観
察
の
実
施

 

 
  

 
児
童
・生
徒
は
、
学
習
用
端
末
を
活
用
し
て
、
毎
朝
「体
調
」「
生
活
リ
ズ
ム
」「
気
分
」に
関
す
る
質
問
項
目
と
「相
談
ニ
ー
ズ
の
有
無
」
に
つ
い
て
回
答
す
る
。
 

教
職
員
は
、
健
康
観
察
に
よ
り
児
童
・生
徒
の
変
化
を
見
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
行
う
。
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１
　

学
習

用
端

末
更

新
計

画

（
１

）
更

新
必

要
台

数
に

つ
い

て

令
和

６
年

（
20
24
年

）
11
月

１
日

現
在

　
小
学
校
児
童
数

2
1
,
3
3
1

人

令
和

６
年

（
20
24
年

）
11
月

１
日

現
在

　
中
学
校
生
徒
数

9
,
2
3
2

人

児
童

・
生

徒
数

合
計

3
0
,
5
6
3

人

（
２

）
市

負
担

額
見

込
み

に
つ

い
て

更
新

予
定

台
数

（
児

童
・

生
徒

数
分

30
,5
63

台
＋
予
備
機
15
％
）

3
5
,
1
4
7
台

令
和

６
年

（
20
24
年

）
11
月

補
正

で
の

予
算
計
上
額
（
1台

あ
た
り
）

6
4
千
円

必
要

経
費

概
算

（
64
千

円
×

35
,1
47
台

）
  

  
　
  
 　

（
A）

2
,
2
4
9
,
4
0
8
千
円

補
助

金
額

概
算

（
55
千

円
×

2/
3×

35
,1
47
台
）
　
　
  
（
B）

※
1
,
2
8
8
,
7
2
3
千
円

今
後

の
市

負
担

額
見

込
み

  
  
  
  
  
  
  

  
　
  
 　

（
C）

（
A-
B）

9
6
0
,
6
8
5
千
円

※
国

の
学

習
用

端
末

の
補

助
金

概
要

児
童
・

生
徒

全
員

分
の

端
末

（
予

備
機
含
む
）
が
補
助
対
象

補
助
基

準
額

　
55
,0
00
円

/台
 

予
備
機

　
　

　
15
％

以
内

補
助
率

　
　

　
３

分
の

２

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
用
端
末
の
更
新
に
係
る
今
後
の
市
負
担
額
見
込
み

議
案
第
１
２
６
号
参
考
資
料

学
校
教
育
部
教
育
セ
ン
タ
ー

　
令

和
７

年
度

（
20
25
年

度
）

以
降

、
複

数
年
か
け
て
学
習
用
端
末
を
順
次
更
新
す
る
予
定

⇒
3
0
,
5
6
3
台

の
端

末
更

新
が

必
要
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議
案
第
１
２
６
号
参
考
資
料

 

学
校
教
育
部
教
育
セ
ン
タ
ー

 

中
学
校
に
お
け
る

W
in

d
o
w

s
端
末
の
故
障
・破
損
の
状
況

 

 １
 
故
障
・破
損
台
数
の
推
移
（中
学
校
に
お
け
る

W
in

d
o
w

s
端
末
） 

項
目

 
令
和

3
年
度

 

（２
０
２
１
年
度
） 

令
和

4
年
度

 

（2
0

2
2
年
度
） 

令
和

5
年
度

 

（
2

0
2
３
年
度
） 

令
和

6
年
度

 

（
2

0
2

4
年
度
） 

（
１
０
月
末
時
点
） 

運
用
台
数

 
9

,7
7

5
台

 
１
０

,０
６
１
台

 
９

,４
３
７
台

 
９

,９
１
３
台

 

故
障
・破
損
台
数

 
当
年
度
分

 
6

6
台

 
3

4
1
台

 
4

2
4
台

 
２
８
２
台

 

累
計

 
－

 
4

0
7
台

 
8

3
1
台

 
1
,1

1
3
台

 

 ２
 
故
障
・破
損
の
主
な
状
況

 

（１
）
 
キ
ー
ボ
ー
ド
故
障

 
（キ
ー
ト
ッ
プ
外
れ
、
落
下
に
よ
る

U
S

B
変
形
、
ヒ
ン
ジ
の
破
損
）
 

（２
）
 
液
晶
画
面
割
れ

 

（３
）
 
W

i-
F
i
接
続
不
良

 
（内
蔵
さ
れ
て
い
る

W
i-

F
i
ア
ダ
プ
タ
の
認
識
不
良
） 

（４
）
 
充
電
不
良

 
（電
源
が
付
か
な
い
） 

 ３
 
故
障
・破
損
の
主
な
原
因

 

（１
）
 
経
年
劣
化
に
よ
る
キ
ー
ボ
ー
ド
の
故
障
や
充
電
不
良
、
W

i-
F
i
ア
ダ
プ
タ
の
認
識
不
良
等

 

（２
）
 
持
ち
運
び
中
の
落
下
等
、
取
扱
い
上
の
不
注
意
に
よ
る
破
損
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議案第１２６号参考資料 

学校教育部保健給食室 

 

 

 

中学校全員給食実施に向けた国立循環器病研究センター等との協議経過及び内容 

 

時期 協議相手又は会議 内容 

令和３年（2021 年）10月 
国立循環器病 

研究センター 

複合施設の整備を進める方向性について 

（吹田市・摂津市同席） 

令和３年（2021 年）12月 
国立循環器病 

研究センター 

複合施設のコンセプトについて 

（吹田市・摂津市同席） 

令和４年（2022 年）２月 
国立循環器病 

研究センター 

複合施設のコンセプトについて 

（吹田市・摂津市同席） 

令和４年（2022 年）５月 食環境ＰＴ(※１) 共同運用での連携について 

令和４年（2022 年）８月 
国立循環器病 

研究センター 

吹田市単独で検討継続することについて 

（吹田市・摂津市同席） 

令和６年（2024 年）４月 

摂津市 今後の方向性について 

国立循環器病 

研究センター 

国立循環器病研究センターとの連携 

について 

令和６年（2024 年）５月 
国立循環器病 

研究センター 

「食と健康」をコンセプトとした施設 

整備について 

令和６年（2024 年）７月 食環境ＰＴ(※１) 
「中学校の全員給食に向けた基本計画」案 

について 

令和６年（2024 年）11月 食環境ＰＴ(※１) 中学校の全員給食に向けた進捗について 

 

※１ 食環境ＰＴ…健都における健康的な生活を支援する食環境の整備に向けたＰＴ 

参画団体＝国立循環器病研究センター、国立健康・栄養研究所、吹田市、摂津市、 

千里金蘭大学（令和４年（2022 年）12 月から）、健都周辺企業 

※２ 学校教育部所管の協議を記載しています。 
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１　栄養教諭の配置状況及び全員給食開始後の配置予定数

２　栄養教諭の配置基準

（１）自校調理方式にて調理場がある場合

（２）共同調理場（センター）方式の場合

＊公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律第８条の２による

４校に１人

（２）中学校

ア　現在
　　２名（児童・生徒の食に関する指導の充実を図るため特別に配置（加配））

児童又は生徒数

イ　全員給食開始後
　　未定（現在の配置状況を踏まえ、大阪府に継続的な加配を要望するなど、体制に
　ついて検討します。）

配置数

１人

配置数

１人

２人

３人

１,５００人以下

１,５０１人 ～ ６,０００人

６,００１人以上

５５０人未満の学校

５５０人以上の学校

児童又は生徒数

議案第１２６号参考資料

学校教育部保健給食室

　22名（配置数は児童数によって変動します。）

（１）小学校

現在の栄養教諭の配置状況と全員給食開始後の配置予定及びその根拠

18



議案第１２６号参考資料

学校教育部保健給食室

中学校全員給食における食材検収から各校で給食を食べるまでの各工程に掛かる想定時間

主な流れ 想定時間 実施内容

7:30～11:00

食器  9:00～11:00

給食 11:00～12:00

 9:30～12:00

12:00～12:30

４限終了後
（12:40～）

配膳完了後

※想定時間はあくまでも目安であり、実際の時間については、文部科学省の「学校給食衛生管理

　基準」や厚生労働省の「大量調理施設マニュアル」に沿って、適切な時間を事業者が設定し、

　提案されます。

食材料の
検収・検品

前日 14:00～16:00
当日  6:30～ 7:30

調理場に納入された食材について数量、規格、
鮮度等に問題がないか確認を行い検収簿に記録
する。

給食調理
吹田市が作成した献立や調理指示書をもとに、
給食を調理する。

給食準備・配膳
生徒（給食当番）が配膳室に食器、食缶を取り
に行き、各教室で配膳する。

給食 給食を喫食する。

食器・給食配送

給食で使用する食器類をコンテナに積み、配送
車で各校まで配送する。

出来上がった給食をコンテナに積み、配送車で
各校まで配送する。

学校での
食器・給食受取

各校の配膳員が、食器・給食を受け取る。

検食
給食を生徒に提供する前に、学校長等が実際に
１食分を喫食して安全性や味付け等に問題がな
いかを確認する。
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議案第１２６号参考資料 

学校教育部保健給食室 

 

 

中学校給食調理等業務に係る委託料の積算内訳 

 

 

１ 積算内訳  給食調理等委託料 総額 26,314,168 千円（年間平均 約 17 億円） 

ア　人件費

イ　光熱水費

ウ　施設維持管理費

エ　食器、食缶、食具等費用

オ　その他経費（消耗品、ごみ処理費等）

カ　配膳費（人件費、消耗品費等）

キ　配送費（人件費、車両費等）

ア　家賃（共益費含む）

※総額については、業務期間中の人件費や物価の上昇を見込む。

（１）給食運営に係る経費

（２）施設入居に係る経費

 

２ 参考（主な仕様など） 

（１）調理関係（見学施設含む）

ア　調理能力 最大11,500食/日

イ　稼働日数 190日程度/年

ウ　調理内容 （２献立）炊飯、副食３品

（２）配膳員 １校あたり２名以上

（３）配送対象校 中学校18校
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